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凛として生きる
青森・大林　優沙
　皆さんはこれまで、「学校に行きたくない」と思ったことありますか？私は正直、何度もあります。きっかけは、他の人にとってはほんの些細なことなのかもしれません。でも、その時の私にとってそれは、耐えがたい苦痛であり、学校以外だったら、どこにだって良いので、逃げ出したくなる気持ちでした。そんな私が、これまで逃げ出さず、苦しい状況から抜け出すことができたのは、母からもらった「言葉」のおかげです。

　私の家庭は母子家庭で、母と二人で暮らしています。母と私には、小さな頃からの約束事があります。それは、「その日あった嫌なことや我慢したこと、嬉しかったことや楽しかったことなど、互いに何でも話し、隠し事をしない」というものです。小学校の時から、部活動や勉強、友達との関係などで悩んだ時は、どんなことでも親子二人三脚で、一緒に泣いて笑って乗り越えてきました。しかし、中学校に入学し、自分自身も周りの友達も複雑な感情をもつようになり、それまで経験してこなかったような問題を抱えることが増えました。部活動や勉強なども圧倒的に忙しくなり、みんな、心に余裕がなくなっていたことも大きいと思います。
　ある日、私は突然、「学校に行きたくない。」と強く思いました。そして母に、「明日学校休んで良い？」と尋ねました。理由は、言いませんでした。母に心配をかけたくなかったからです。母は、そんな私の様子を察したのか、何の理由も聞かずに「良いよ、休みたいなら無理に学校に行かなくても。でも、その行きたくない理由は、明日休んだら解決するの？」と、逆に問いかけてきました。母の予想外の問いに、何の答えも出すことができず、ただ泣くだけだった私に、母は「もし明日休んでも解決しない問題だったら、それは逃げているだけだよ。逃げることは簡単だけれど、一度逃げてしまったら、逃げてばかりの人生を送らなければいけなくなるよ。だったら一度、思い切ってぶつかってみたらどう？」と話してくれました。その言葉を受け取り、ひとしきり泣いた後、私は母に、学校を休みたい理由を話しました。部活動の中でおきた、数々の辛かったこと。理科の時間に実験をしたとき、誰一人手伝ってくれず、一人で実験した内容を班の意見で提出したこと。そういう小さなことが積み重なって、しかもそれが毎回当たり前のようになっていて、真面目に頑張るのが馬鹿らしく思えてきたことなど、たくさん話しました。
　母は黙って私の話を聞いてくれました。そして、私が全てのことを吐き出し終えると、「お母さんは、他の人に気づかれないようなところで、平気で人をいじめるような子にではなく、いじめられて泣いているような子に育ってくれて良かったと思う。だって、それは人の痛みが分かる優しい証拠だから。いじめられる苦しみを知ったということは、これから先の人生で、絶対に人をいじめる側には回らないってことだから。名前の通り、優しい子に育ってくれてありがとう」と、言ってくれました。そのたった一言で、嘘のように私の心は軽くなり、救われました。

　今の時代、いくらそれが正しくても、間違っていることを間違っているとハッキリ口にすることすることで、かえって自分がいじめのターゲットになってしまいます。先生や親の前では普通に接していても、ＳＮＳなど、隠れていじめをする場所はいくらでもあります。そういういじめを恐れ、本当はいじめなんてしたくなくても、強い人、いや、怖い人に従っていじめに加担してしまう人もいるのでしょう。
　人は本来、誰も一人にはなりたくないのだと思います。誰だって、みんなと仲良く生活していきたいのだと思います。それでも、そうやっていじめをする人がいる以上、いじめられないように、あまり人と深く関わらず、当たり障りのない生活ばかり送ってしまっている人が多いように思います。
　私は、人の心の痛みが分かる、優しい大人になっていきたいと思います。それだけではなく、その孤独な人の側に寄り添い、話を聞き、励ましてあげたいです。時には、共に悪と戦い、誰かを守れるような、強い大人になっていきたいと思います。そうして、人々が明るい気持ちで日々を過ごせる社会を、築いていきたいと思います。きっとこの先、たくさんの困難があるでしょう。でも、それに負けず、私は自分の信念を貫き、凛として生きていきたいと思います。温かい愛情で私を救ってくれた、正しいことを正しいと信じて行動する勇気をくれた、母のように。
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